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　気象庁では、全国に設置した地震計、

震度計及び津波観測施設からリアルタイ

ムで送られるデータにより、24 時間体制

で地震や津波の監視を行い、地震・津波

の情報を発表しています。

　発表する情報には緊急地震速報や津波

警報 ･ 注意報などのほかに、平成 25 年よ

り試験提供を開始した「長周期地震動に

関する観測情報」や平成 29 年 11 月より

開始した「南海トラフ地震に関連する情

報」があります。

　平成 30 年は、北海道で震度 7 を観測し

大きな被害をもたらした「平成 30 年北海

道胆振東部地震 」をはじめ、震度５弱以

上の地震が全国で 11 回発生しました。

　地震 ･ 津波の情報をテレビのテロップ

や携帯電話の緊急速報メールで入手した

際には、より詳細な情報を気象庁ホーム

ページなどで確認し活用してください。

１.地震に関する情報

○緊急地震速報

　地震発生直後に震源に近い観測点で観

測された地震波を瞬時に解析することによ

り、地震による強い揺れが到達する前に、
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○推計震度分布図

　震度５弱以上が観測された場合、各地

の震度データを元に１㎞メッシュ毎の震

度を推計した推計震度分布図を発表しま

す。震度計がない場所でも大まかな揺れ

の状況が分かります。

２.津波警報・注意報、津波情報

○津波警報・注意報

　津波による被害のおそれがある場合に

は、地震発生後約３分（緊急地震速報を

活用できる場合には約２分）を目標に、

津波が予想される津波予報区（日本沿岸

を 66 区分）ごとに津波警報・注意報を速

やかに発表します。

　この時、予想される津波の高さは、通

常は５段階の数値（10ｍ超、10ｍ、５ｍ、

３ｍ、１ｍ）で発表します。ただし、地震

の規模（マグニチュード）が８を超えるよ

うな巨大地震に対しては、地震の規模を

すぐに精度良く求めることができないた

め、その海域における最大の津波想定等

をもとに津波警報・注意報を発表します。 

その場合、最初に発表する大津波警報や

津波警報では、予想される津波の高さを

「巨大」や「高い」という言葉で発表して、

非常事態であることを伝えます。

○津波情報

　津波の予想到達時刻、予想される津波

の高さ等を発表します。実際に津波が観

測された場合にはその時刻や高さを発表

します。

　地震が発生すると様々な周期を持つ揺

れ（地震動）が発生します。「周期」とは、

揺れが１往復するのにかかる時間のこと

これから揺れがくることを知らせます。

○震度速報

　震度３以上を観測した地域名と地震の

揺れの検知時刻を発表します。

○震源に関する情報

　震度３以上が観測されたが、津波警報・

注意報を発表する必要が無い場合に、地

震の発生場所（震源）と規模（マグニチュー

ド）に「津波の心配がない」または「若

干の海面変動があるかもしれないが被害

の心配はない」旨を付加して発表します。

○震源・震度に関する情報

　震源とマグニチュード、震度３以上の

地域名と市町村名を発表します。

○各地の震度に関する情報

　震源とマグニチュード、震度１以上を

観測した地点名を発表します。震度デー

タが届いていない観測点であっても、震

度５弱以上の揺れに見舞われたこと考え

られる場合には、強い揺れによる被害を

受けている可能性があるため「震度５弱

以上と考えられるが現在震度を入手して

いない地点」として発表します。

９

３　長周期地震動に関する観測情報

～高層ビルの揺れを把握する～

【平成 30 年北海道胆振東部地震の気象庁ＨＰ例】
地震直後に震源近傍の震度データが届かなかった地点を、 印により

「震度５弱以上と考えられるが現在震度を入手していない地点」と

して表示している。
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です。高層ビル等の長大構造物は大きな

地震が発生した時に生じる周期１、２秒

より長い地震動に共振しやすく、長時間

大きく揺れ続けることがあります。この

ような周期の長い地震動を長周期地震動

といいます。

　長周期の波は短周期の波に比べて減衰

しにくいため、震源から遠くまで伝わり

ます。さらに、東京など地下にやわらか

い堆積層が厚く広がる平野などでは長周

期の揺れが増幅されます。

　平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋

沖地震では、長周期地震動により東京な

ど都市部の高層ビルが大きく揺れ、被害

が発生しました。さらに、震源から約

700km 離れた大阪でも、地表では震度３

程度でしたが、高層ビルは大きく揺れ、

内装材や防火扉が破損したり、エレベー

ター停止による閉じ込めが発生したりし

ました。

　気象庁では、地震発生後直ちに震度の

情報を発表していますが、震度は地表面

付近の比較的周期の短い揺れを対象とし

た指標で、高層ビルの高層階における長

周期の揺れの程度を表現するのに十分で

はありません。そこで、高層ビル内での

的確な防災対応の実施に資するため、概

ね 14 ～ 15 階建以上の高層ビルを対象と

して、地震時の人の行動の困難さの程度

や、家具や什器の移動・転倒などの被害

の程度から４つの階級に区分した揺れの

大きさの指標である「長周期地震動階級」

を導入し、地震発生 20 ～ 30 分後に「長

周期地震動に関する観測情報」を気象庁

ＨＰにて発表しています。

 

　南海トラフ地震は、駿河湾から日向灘

にかけてのプレート境界を震源域として

【長周期地震動に関する観測情報の表示例】

【長周期地震動による揺れの特徴】

【長周期地震動階級】

※平成 28 年 （2016 年） 熊本地震 （4 月 16 日 01 時 25 分の地震、

M7.3） の長周期地震動階級の分布図

４　南海トラフ地震に関連する情報

地震が発生した場所から数百 km
はなれたところでも大きく長く揺れる

ビルの低層階に比べ、
高層階で大きく長く揺れやすい
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評価検討会を原則毎月１回開催しており、

その評価結果は「南海トラフ地震に関連

する情報（定例）」としてお知らせしてい

ます。

　南海トラフ地震発生の可能性が相対的

に高まった旨の「南海トラフ地震に関連

する情報（臨時）」を見聞きした場合は、

日頃からの地震への備え（家具の固定、

備蓄の確認、避難場所・避難経路の確認、

家族の安否確認手段の取り決め等）を再

確認するとともに、テレビ・ラジオや地

元自治体等の呼びかけに注意してくださ

い。

　なお、現在の科学的知見では、地震の

発生を確度高く予測することは困難であ

り、地震発生の可能性が高まった旨の情

報を発表しても南海トラフ地震が発生し

ない場合や、異常な現象が発生せず、情

報の発表がないまま、南海トラフ地震が

突発的に発生する場合も考えられます。

このため、日頃から地震への備えを着実

に実施しておくことも重要です。

　気象庁では防災情報を外国の方へ伝え

る際に活用できる「緊急地震速報・津波

警報の多言語辞書」を関係省庁と協力し

て作成しています。多言語辞書では緊急

地震速報と津波警報で使われる言葉や情

報を受け取った際の対応行動を英語、中

国語（繁体字・簡体字）、韓国語、スペイ

ン語、ポルトガル語の５か国語とやさし

い日本語で記載しています。

概ね 100 ～ 150 年間隔で繰り返し発生し

てきた大規模地震であり、次の南海トラ

フ地震発生の切迫性が高まってきている

と考えられています。

　気象庁は南海トラフ沿いの地震活動や

地殻変動を 24 時間体制で観測・監視し、

異常な現象が観測された場合には、その

現象と南海トラフ地震との関連を調査し

ます。「南海トラフ地震に関連する情報

（臨時）」は、この調査を開始した場合や、

調査した結果、南海トラフ地震発生の可

能性が平常時と比べて相対的に高まった

と評価した場合等に発表します。この評

価にあたっては、有識者からの助言を得

るため「南海トラフ沿いの地震に関する

評価検討会」を開催します。また、平常

時から観測データの状況を把握するため、

■地震 ･ 津波の情報とその活用■

【南海トラフ巨大地震※の震度分布及び津波高】
（中央防災会議、 2013）

※南海トラフ沿いで想定される最大クラスの地震（Ｍ９クラス）

～多言語で情報を伝えるために～

５　緊急地震速報・津波警報の
　　多言語辞書




